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地域の景観計画を検討する際にはその地域の景観特性把握が不可欠である．その際，物理的要素だけで

なく人々の認識の把握も必要である．そのための手法を既存研究からレビューする．対象論文は1985年か
ら2014年までの30年間に発表された土木学会，日本都市計画学会，日本造園学会，日本建築学会の論文集
とする．対象論文をある面的広がりをもつ地域に対する個人の認識と集団表象としての認識に大別し，代

表的な研究論文に用いられた方法論を整理した． 
 

Key Words : regional recognition, regional image, research review, methods 
 
 

1.	 はじめに 
 
(1)	 研究の背景 
地域の景観計画策定やまちづくりにおいて，目に見

える景観構成要素の物理的特色のみでなく，人々の地

域に対する認識に注目することが求められている． 
地域認識を把握する手法は，中村1)らによる研究によ

り環境イメージ研究の分類として概念整理（表-1）がな

され，それ以後に新しい手法が導入されているが，基

本的な手法は継続的に用いられている．また分析対象

とする主体や媒体は，個人，集団，描写されたテキス

ト等の集団表象まで多様である．佐々木2) は，地域環境

景観を捉えようとした研究のレビューを，環境の状態

にアプローチしたものから，景観を体験する主体側に

フォーカスするものという分類軸によって4つに大別し
ている．以上のように地域の景観を把握しようとする

研究は多岐に渡るが，本稿では地域を認識する主体に

着目し，主体（人々）の対象（地域）に対する認識を

把握するための研究手法を整理する．なお，認識に関

する研究には認知構造を明らかにすることを目的とし

て対象の地域性を含まないものもあるが，本稿では，

具体的な対象地域の認識を扱う研究に限定する．これ

によって，景観計画の議論などで必要とされる地域認

識の把握方法の検討の際に，その目的に応じた研究調

査手法を選定するための資料となることを期待する． 

表-1	 環境イメージ研究の分類1)	 

 空間的位置情報を含む 空間的位置情報を含まない 

再生法 イメージマップ法 自由連想法 
 
再認法 

 
地点識別法 

写真分類法 
類似性判断法 
Semantic Differential法 

 
(2)	 研究の目的 
本稿では，1985年から2014年までの30年間に発表され
た査読付き論文を対象として，実在する地域を対象と

した地域認識の把握に関する研究レビューを行い，把

握しようとする内容と手法の観点から既存研究を整理

することを目的とする． 
 
 

2.	 研究手順	 	 
 
(1)	 対象研究の選定	  
本稿で対象とする研究は，査読付き論文として，1985

年〜2014年において土木学会，日本都市計画学会，日本

造園学会，日本建築学会における論文集に掲載されて

いるものを対象に目次閲覧および本文を参照し抽出し

た．レビュー論文の抽出方法は，柴田ら3)らのようにタ

イトルのキーワード検索により論文を抽出するのが一

般的であるが，タイトルだけでは抽出できない論文も

あるため，本稿では目次閲覧並びに本文参照という方
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法を用いた．その結果，計119編の論文を抽出した．そ

のリストを巻末の表に示す．	 

また，各学会における論文集名と対応年を表-2に示す．	 

	 

表-2	 対象論文集	 

学会名	 論文集名	 

土木学会	 

日本土木史研究発表会論文集	 (1985〜1989)	 

土木史研究	 (1990〜2002)	 

土木史研究論文集	 (2004〜2008)	 

土木計画学研究・論文集	 (1984〜2008)	 

土木学会論文集D	 (2006〜2010)	 

土木学会論文集D1,D2,D3	 (2011〜2014)	 

景観・デザイン論文集	 (2006〜2010)	 

日本都市計画学会	 都市計画論文集	 (1985〜2014)	 

日本造園学会	 
造園雑誌	 (1985〜1993)	 

ランフドスケープ研究	 (1994〜2014)	 

日本建築学会	 

日本建築学会計画系論文報告集	 (1985〜

1993)	 

日本建築学会計画系論文集	 (1994〜2014)	 

 

 

3.	 研究論文の動向把握	 	 
	 

(1) 調査対象論文	 
	 抽出した論文数の推移を図2に示す．図1より，人々の
認識把握により地域の特性を記述した研究は主に都市計

画学会と造園学会で多く発表がなされている．1990年以

前から人々の認識を考慮した研究は行われており，現在

も地域の特性を記述する方法として人々の認識把握を行

っていることがわかる． 
 
(2)	 認識の主体と内容，手法に関する分類	 

a)	 主体の整理	 

	 だれによって認識されたものであるのかという意味

での認識の主体は，個別的主体，属性的主体，表象的

主体の3つに大別できる．具体的な対象地域に対する認

識を把握する研究には，複数の被験者が存在する．そ

の中でも被験者の属性に着目し，認識を把握している

ものを属性的主体とし，被験者の属性が影響してない

と考えられるものを個別的主体とする．直井ら4)	 は，住	 

民と訪問客という属性に着目し，認識を把握している．

一方で，人々の認識が一度何らかの形式でまとめられ

た表現媒体からの認識を把握しようとするものを表象

的主体とする．押田5)	 は，歴史的人物の日記を用いるこ	 

とでその時代における認識を表象的なものから把握し

ている．	 

b)	 認識の内容の整理	 

	 地域に対する認識は，領域としての認識，風景として

の認識，地域資源としての認識，印象・イメージとして

の認識そして手法としての認識として5つに大別するこ

とができる． 
c)	 手法の整理 
	 地域認識を把握するための調査手法は、まず「媒体」

によって大別し、さらに地域認識の一次データの「抽出

手法」に注目して細分類を整理する．	 

・「媒体」による分類	 

	 地域認識を把握するための「媒体」は、研究者が主体

に対して何らかの調査・実験を行う場合（a.〜c.）と、現
前する主体ではなく資料を媒体とする場合（d.）がある
（表-3）. 
	 a.アンケートは，自宅で行うもの，街頭で行うもの，

対面式で行うもの，いずれにおいても主体に記述しても

らうことで認識を把握するものとする．b.インタビュー

は，主体の発話によって認識を把握するものとする．c.

現場実験は，写真投影法のように実験者がある指示をし

た上で被験者が対象の現場で写真を撮ったり，話し合っ

たりと何らかの活動を被験者に行ってもらうことで認識

を把握するものである．一方d.文献は，紀行文や文学作

品など，資料による調査により認識を把握するものと

し，資料の種類を表4に示す。	 

	 

表-3	 手法における上流部分の種別 
記号 大分類 媒体 

a アンケート 記述 
b インタビュー 発話 
c 現場実験 活動 
d 文献 資料 

 

 
図-1	 対象論文数の推移	 
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発表年	 

土木学会	 
都市計画学会	 
造園学会	 
建築学会	 
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表-5	 抽出手法の種別	 

記号 手法 概要 主たる媒体 
1 半構造化質問 質問に対し自由に回答する方法 記述・発話 
2 構造化質問 あらかじめ用意された設問に対して選択的に回答する手法 記述・発話 
3 写真投影法 指示された内容に対応する風景写真を撮影する手法 発話 
4 地点識別法 ある場所の写真を提示され，その場所に該当する箇所を地図上で示す手法 発話 

5 ワークショップ ワークショップに参加し，与えられたテーマに対して 
グループ内でディスカッションを行う手法 

活動 

6 追跡調査 実験者が被験者の後方から、ビデオ撮影またはメモを取る手法 活動 
7 スケッチ法 質問に対する回答をスケッチで描く手法 記述 
8 圏域図示法 指示された特定の範囲を地図上に示す手法 記述 
9 イメージマップ法 質問に対して該当する地図を描く手法 記述 
10 連想法 質問に対して連想したことを発話する方法 発話 

	 

表-6	 主体と認識内容に対する把握手法の種別	 

	 個別的（54）	 属性的（51）	 表象的（16）	 

領域

（10）	 

8	 圏域図示法（3）	 

1	 半構造化質問（1）	 

9	 イメージマップ法（1）	 

9	 イメージマップ法（3）	 

2	 構造化質問（1）	 

8	 圏域図示法（1）	 
	 

風景	 

（43）	 

2	 構造化質問（9）	 

3	 写真投影法（9）	 

1	 半構造化質問（5）	 

3	 写真投影法（7）	 

2	 構造化質問（3）	 

7	 スケッチ法（3）	 

1	 半構造化質問（3）	 

4	 地点識別法（1）	 

③	 文学作品（2）	 

①	 観光雑誌（1）	 

⑤	 絵図（1）	 

地域資源	 

（38）	 

2	 構造化質問（5）	 

1	 半構造化質問（3）	 

7	 スケッチ法	 （2）	 

5	 ワークショップ（1）	 

9	 イメージマップ法（1）	 

1	 半構造化質問（7）	 

2	 構造化質問（5）	 

3	 写真投影法（2）	 

5	 ワークショップ	 

③	 文学作品（4）	 

①	 観光雑誌（2）	 

⑤	 絵図（2）	 

⑥	 校歌（2）	 

④	 文集（1）	 

印象	 

イメージ	 

（21）	 

2	 構造化質問（5）	 

1	 半構造化質問（3）	 

3	 写真投影法（1）	 

2	 構造化質問（8）	 

9	 イメージマップ法（1）	 

④	 文集（1）	 

①	 観光雑誌（1）	 

手法	 

（9）	 

5	 ワークショップ（2）	 

10	 連想法（1）	 

②	 ツイート（1）	 

③	 文学作品（1）	 

6	 追跡調査（2）	 

2	 構造化質問（1）	 

7	 スケッチ法（1）	 

	 

 
・「抽出手法」による分類	 

	 抽出する手法は10個に分類された．それぞれの手

法の概要と主たる媒体を表-5に示す．	 

	 
表-4	 文献の種類	 

記号	 文献の種類	 記号	 文献の種類	 

①	 旅行雑誌	 ④	 文集	 

②	 ツイート	 ⑤	 絵図	 

③	 文学作品	 ⑥	 校歌	 

	 

d)	 分類結果	 

	 以上の認識の主体と内容，手法の3点に着目して

対象論文を位置づけた結果，表-6のようにまとめる

ことができた．括弧内は該当する論文数を示してい

る．複数の手法を用いている論文については主たる

手法を扱う手法とし，複数の手法が並列して用いら

れる場合のみ，1編あたりの手法数を複数として統

計した．その結果，括弧内の総数は121となった．	 

また，主体と内容に対応する論文の総数は，対応箇

所の右下に鉤括弧内で示す．	 

	 

(3)	 認識の主体と内容，手法に関する考察	 

	 

	 表-6より，個別的主体における風景としての認識，

属性的主体における風景，並びに地域資源としての

認識を把握する研究が多くなされている．	 

	 個別的主体における風景としての認識を把握する

手法は，選択形式の質問による手法が多い．これは，

ある特定の地域の風景写真を見せて，その風景に対

する選択形式の質問に答えることで認識を把握して

るものが多い．また，写真投影法による手法も多く

見られ，被験者によって撮影された写真から風景と

しての認識を把握している．属性的主体における風
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景としての認識を把握する手法においても，写真投

影法が多く用いられていることから，写真投影法は，

風景としての認識を把握する際の一般的な手法と言

える．また，属性的主体における地域資源としての

認識を把握するためには，自由形式，選択形式によ

る記述内容から把握する傾向がある．	 

	 また，領域としての認識を把握する手法は，イメ

ージマップ法と圏域図示法が用いられることが多く	 

他の認識内容の把握には，主として用いられないこ

とから，これらの手法は領域としての認識を把握す

るために確立した手法といえる．	 

	 表象的主体としての認識を把握する手法は，全て

文献を用いた手法である．さらに，そこから把握さ

れる認識は，風景としての認識と地域資源としての

認識がほとんどである．	 

	 

	 

4.	 まとめ	 
	 	 

	 本稿では，実在する地域を対象とした地域認識の

把握に関する研究レビューを行い，認識の主体と内

容，手法に関する分類を行った．手法は4つの「媒

体」によって大別でき，さらに地域認識の一次デー

タに着目して10個の「抽出手法」に分類できた. 
	 今回は，主体に着目した地域認識の把握のための

手法を整理したが，地域認識の把握手法をより明確

化するために，対象である地域についてもフォーカ

スする必要がある．	 
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A review to verify the recognition of a region through existing research 

 
Kanae NISHIMURA, Yoh SASAKI 

 
     It is necessary to verify the character of regional landscape when one examines the landscape plan-
ning of a region. Not only the physical elements, people’s recognition should also be considered as one of 
the indicators. This paper reviews the methods based on existing researches. The journals that are pub-
lished by Japan Society of Civil Engineers, The City Planning Institute of Japan, Japanese Institute of 
Landscape Architecture, Architectural Institute of Japan from 1985 to 2014 are reviewed. Individual 
recognition and group representative recognition of the region are generally divided through the study of 
related research. Finally the methodologies applied in significant research papers are clarified. 
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Ǽ ǶǴǵǷ éƌǛƢȱȹɁŅ�ȹȲƗ7oɈɨɱɓȲ|ǂȮoqĸÈȮȲǒƾȱǒȦɁŔŝ 0ĳŒ�ɰN�ŃøɰĥȔƓ§ ǈ¯ƛņ Ȁ � ȉǲȍ

ǽ ǶǴǵǷ 1�ÍƧȮȤȭȲĚȱ:ȪȭȚɁǣòȮǚgÍƧȮȤȭȲoqȿȤȚǣòȲǒ, eÓř`ɰ	ŃƏã ɪɯɔɏ ǿ � Ȇǲǻ

ǵǴ ǶǴǵǷ ¯ƍoȜȾȴƷǅoqȜȡɁ9šȲļÌȮȦɁžķĿzȲșɀçȱǒȦɁŸ� Ċǋ�ŧ� ɪɯɔɏ ǿ � Ȇǲǻ

ǵǵ ǶǴǵǷ Ŷǧŏ��ćȲćēɅ�*ȮȤȨəɌɔɛCĂȱȾɀ�ȝɂɁ�£ȲòƗƚƤȲċƜ xŃ!�ɰĉŃa�ɰĒûǖɰįĝñ ɪɯɔɏ Ȁ � ȉǲȑ

ǵǶ ǶǴǵǷ ɈɯɖɡɩɱƥĆȱȻȮȬȠƷǗĿzȱȜȡɁǨǮŹȲÎővǞȱǒȦɁŔŝ IƊÊ� ·ťƛņ ǿ � ȇǲǵ

ǵǷ ǶǴǵǷ
oçǈ¯ȲĞ«ŰoȱȜȡɁǣòơ+ȱǒȦɁ�Ÿ�
ǲEĒ¯ȲµĴ«ĞŇŰoɅ�*ȮȤȭǲ

xŃ!�ɰĉŃa�ɰĒûǖɰįĝñ ·ťƛņ ǿ � ȆǲǶ

ǵǸ ǶǴǵǶ žńƝƹɚɱɖɅŁȚȨəɌɔɛɦɈɝɯɎȱȾɁǈ¯ȲɈɨɱɓCĂ
ĉŃa�ɰ:ĳƖɰǐy½}ɰǋþ`µ
xŃ!�ɰ�xƏ�ɰýŃĩ

múȁǷ ǿ � Ȇǲǵ

ǵǹ ǶǴǵǶ
Ɨ7oȱȜȡɁ�ĎȰ�&ȲoqÎőƔ�fȱǒȦɁŔŝ
ǲɝɕɐɰ3Œ�oqɅ�*ȮȤȭǲ

ƨWů�ɰ��bɰSã�ɰœŃĀŀ múȁǷ ǿ � ȆǲǶ

ǵǺ ǶǴǵǶ Â«7jȗǎ0êƝȘȱȹɁƷ�ǎ0ȲƗ7ȜȾȴƗ7ƭİȲŉÛȱǒȦɁŔŝ ØŃ'� ɪɯɔɏ Ȁ � ȉǲȏ

ǵǻ ǶǴǵǶ Ɨ7ȲȸȰȣȤȱȾɀȫȠȿɂɁLĪǀȲǣòɈɨɱɓȲŔŝ 	ŃƏãɰ]ŃÉ� ɪɯɔɏ ǿ � Ȇǲǻ

ǵǼ ǶǴǵǶ īƱ¯¢�oMȱȜȡɁıČǚƇȲĸÃŊȰòƗȮȧȲĸÈȱȫȚȭ ăȳɃȹɰăȸȽȹ ɪɯɔɏ Ǿ �
ȆǲǶ
ȇǲǵ

ǵǽ ǶǴǵǵ ǈ¯èƟȞ�#ŹȲȸȩȶȲÎőȱTȷȦ¿ǠȱǒȦɁŔŝ Ǎú§�ɰœ«Äɰƫµ´ǘɰĨƓģ[ ǈ¯ƛņ ǿ � ȆǲǶ

ǶǴ ǶǴǵǵ ĻoȮohȲ�ÆŽHȱƓɁǈ¯ȱȜȡɁǨǮŹȲŀĦƌJ ¸Ń÷�ɰœ«Ä ǈ¯ƛņ ǿ � ȈǲǸ

Ƕǵ ǶǴǵǵ
��P"ȱȹɁ��ǑoqȲoqčƽȮȸȩȬȠɀƛņŤ�ȶȲVɀūȹȱȫȚȭ
ȌȚɄȟ¯�`ŅɅ�ƩȮȤȭȌ

äƊ6¹ ǈ¯ƛņ ǿ � Ȉǲǹ

ǶǶ ǶǴǵǵ
ǈ¯õæùȱȜȡɁ
ŅȶȲƲ:ŹȲŀĦǡÆɤɮɕɔ
ȌĀ�ǈYĀMĈ¤Ǹ�ŌȱȜȡɁƲ:ŹɅ�ƩȮȤȭȌ

Ɖǋ�ɰÁƊð¼ɰ$Ɗ�� ǈ¯ƛņ ǿ ȋ ȆǲǶ

ǶǷ ǶǴǵǵ åǪȿȤȚòƗȲŮÕÈȱ�țɁòƗčÑƒũȲ|KĸÈȱǒȦɁŔŝ 
þģ¼ɰ�ǯ�øɰIÒ��ɰ{Ńì ɪɯɔɏ Ǿ � ȆǲǶ

ǶǸ ǶǴǵǵ ǐǋ¯ā�ŅȱȜȡɁȸȩĖȟɈɥɯɛȮoqơ+ȮȲǒƾÈ ?�ź�ɰ$ȔúǄQɰ	S�` ɪɯɔɏ Ǿ � ȆǲǶ

Ƕǹ ǶǴǵǴ Ʒ�ȲŧƌãȱȹɁª¥ǋȱȜȡɁǣòȲǊ�ÈȱǒȦɁŔŝ �Wá�ɰBþdZɰ«¨ǙZɰďWÇ¼ múȁ Ȁ � ȉǲȏ

ǶǺ ǶǴǵǴ
ŬƱÜŪƌJȝȿȹɁǈ¯ŞǑÖßȲãKŊň
ȌoļËu�&ȱőŌȤȨ�ƠCĂȌ

$ǋń÷ɰ Ɗǥų ǈ¯ƛņ ǿ � ȈǲǺ

Ƕǻ ǶǴǵǴ
NƸſ��ȕǌƃǟǰȖɅƼȥȭȹȨƷ�ǎ0Ɨ7ȱȜȡɁƼƿoĵȲòƗčÑȮ
ȧȲǏƮ»ÏȱǒȦɁŔŝ

ØŃ'�ɰĐ@Ð�ɰ¡Ńóř ɪɯɔɏ Ȁ � ȉǲȐ

ǶǼ ǶǴǵǴ ƌĶȮưǜȲƗĵȝȿȹȨƵþoq�#ŹȞoqɆɈɚɯəɇəɇȮȤȭƣƧȦɁòƗȲĸÈ ĭǇǕ�ɰĐºŐ ɪɯɔɏ ǿ � ȇǲǵ

Ƕǽ ǶǴǵǴ sĺŏ;Ĳ¯ȱȜȡɁòƗ|ǂȮ#ęȲòƗƣƧȱǒȦɁŔŝ ĉ/ř�ǆɰƄ�Ė ɪɯɔɏ Ǿ � Ȇǲǵ

ǷǴ ǶǴǴǽ ǣòɈɨɱɓɔɏɘɗĢȲčťȱǒȦɁŔŝ 	ŃƏã ǈ¯ƛņ ǿ ȋ ȇǲǻ

Ƿǵ ǶǴǴǽ ɉɊɱɌɯɎȱȜȚȭǊƒƕȢɂɁǣòȮȧȲÀGȱǒȦɁŔŝ ƑǇŭļɰŐŃŨ� ǈ¯ƛņ Ǿ � ȈǲǷ

ǷǶ ǶǴǴǽ ��«�ħqȲƂlOƯòƗȱȜȡɁê�ȲÿƞŹȱȾɁòƗƣƧĘƳ �á�ɰĬŅIĥĄɰ��¢ŀɰt@ŵű ɪɯɔɏ ǿ � ȈǲǷ

ǷǷ ǶǴǴǼ ȕoqǣmȖȶȲŜJƻ	ÝƙȞȕoqÎőȖȱTȷȦ¿ǠȱǒȦɁŔŝ ǍúðƆɰƊ�Ż múȁ Ǿ � ȆǲǶ

ǷǸ ǶǴǴǼ �ȯȻȲƕĵȱrȬȠƼ�ƱĿzȲơ+ȱǒȦɁŔŝ Ɗû��ɰƊŃũ¹ ǈ¯ƛņ ǿ � Ȇǲǵ

Ƿǹ ǶǴǴǼ oqƭİȮȤȭȲ¬vȱ�ȦɁ#ęÍƧčƽȱǒȦɁŔŝ ĉ�Ê�ɰāþô¼ɰǫĪǰǄŕ ǈ¯ƛņ ǿ � ȆǲǶ

ǷǺ ǶǴǴǼ ĽľĮƑ¤Ȳǉ�oqȱȜȡɁo5#ęȮŜ:#ęȲòƗƣƧȲĘƳ
ā¦Ĥ�ɰ�á�ɰĬŅIĥĄɰt@ŵű
ĉû´Ə

ɪɯɔɏ ǿ � ȈǲǷ

Ƿǻ ǶǴǴǼ Ŀz+2ȲǢpȮê±òƗơ+Ȳǒ,ȱǒȦɁŸ� FÙóŵɰäƊǦ ɪɯɔɏ Ǿ � ȇǲǵ

ǷǼ ǶǴǴǼ òƗȸȩȬȠɀȱȜȡɁŞǑɈɨɱɓ<÷ÔĢȱǒȦɁŔŝ
XƬ5�ɰǬÅğɰ�Ńþ8®ɰ�ƪ¾
ā��

·ťƛņ ǰǾ � Ȉǲǹ

Ƿǽ ǶǴǴǻ ěƶȲòƗƣƧȲ|ǂȱǒȦɁŔŝǲ Ǔŏǐƀ«Ʌ�ƩȮȤȭǲ Ń���ɰ�þðǥɰŚ��Ĕ òɰɚ Ȁ � ȉǲȍ

ǸǴ ǶǴǴǺ ñ`DùȲª¥ȱȜȡɁǣòȲ+2ơ+ȱǒȦɁŔŝ
�Wá�ɰěƨżɰBþdZɰ«¨ǙZ
ďWÇ¼

òɰɚ Ȁ � ȉǲȏ

Ǹǵ ǶǴǴǺ �ǈ¯k_ŲǇȱȜȡɁƵoɅ�ÅȱčÑȢɂɁòƗȲơ+čƽȱǒâȦɁŔŝ āûǄ¼ɰĳúí>ɰąŃŖ ɪɯɔɏ Ǿ � ȆǲǶ

ǸǶ ǶǴǴǺ ƵþoqȱȜȡɁòƗ»ÑȱǒɄɁ#ęȲƣƧȮƌJȲčƽK Éƨĩ�ɰþāŐɰǭŀÉ ɪɯɔɏ Ǿ � ȆǲǶ

ǸǷ ǶǴǴǺ �ȔȞoqȲěƶȱ�Ȥȭ×ȠÎőȱǒȦɁŔŝ $ţ-�ɰ	łúñð ɪɯɔɏ ǿ � ȇǲǶ

ǸǸ ǶǴǴǺ êĹȲi÷ăoqǱɪɈɯɞɬɛȲĉȮëĝ@þȱȜȡɁoq4Ȯĉă4 	ŃƏã ɪɯɔɏ ǿ � ȇǲǵ

Ǹǹ ǶǴǴǹ
ŋ¡¯�Å¯ƍoɅħɂɁ�ĥ«ȲòƗȲĸÃ
ȕ�ĥ«Ȳ�ȟȰòƗȖɅəɱɦȱà¿ȢɂȨAŐɅƼȥȭ

ƅS§Zɰ��Ʀ ǈ¯ƛņ Ǿ � ȈǲǷ

ǸǺ ǶǴǴǹ
Ġ¤ıþoqȱȜȡɁƐ\kqȲ|KȲƒfȮȧȲ@ǇčƽȱȫȚȭɲ
oq#ęȱȜȡɁĿzƣŒȱȻȮȬȠƛņkqȲƟ�ȒȧȲǶ

Ĉ)�>ɰƋ^ăřîɰ�@�U ·ťƛņ Ǿ � Ȇǲǵ

Ǹǻ ǶǴǴǸ
oqɈɨɱɓȲƎĻÔĢȱǒȦɁŔŝ
Ȍ[ǧǃ�ǆȗƍǀɅȽȠȘȱȜȡɁãŠčÑȲCĂȝȿȌ

�¨ǖ�ɰN�Ńø ǈ¯ƛņ Ȁ � ȉǲȏ

ǸǼ ǶǴǴǸ
¯Ņþ\(ȱȾɁ¯Ņþ^śȲ|KȞ#ęȲoq°�ÍƧȱ�țɁ¿Ǡ
Ȍ=¶ŏŦ�¯Ʌ�ƩȮȤȭȌ

ǁƊ�ɰ��ċƏɰ�ƑĔ¼ ǈ¯ƛņ ǿ � ȆǲǶ

Ǹǽ ǶǴǴǸ ©�ȲĉăòƗȱȜȡɁoqȿȤȢȲơ+čƽ �á�ɰĬŅIĥĄ ɪɯɔɏ Ǿ � ȆǲǶ

ǹǴ ǶǴǴǸ ġLǔŢǇȲƵþoqȱȜȡɁo»ĸÈȝȿÚțȨ�#ŹȞ#ȺǣòǩHȲƘî ǝǋ´�ɰIÒ��ɰ
þģ¼ɰ{Ńì ɪɯɔɏ Ǿ � ȈǲǷ
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ǢǞ ǟǝǝǡ uǂ�ȑȀȄȞ�Ċȑ{ȕȟȞǍßüƩȑǁȇȞňŘ ĮžɈ	èĒ©ɈC¾��ɈqĴÚ ɂɇȰȬ Ǩ � ǬǛǞ

Ǣǟ ǟǝǝǡ
ȨɉȸËōȥȿɉȯ¸ƝđȒËöȏ®ąƉ3ɄɉȷȒ>íɍ
ȥȿɉȯȑȀȄȞąƁɄɉȷȒȮɉȫȦɇȰȑǁȇȞňŘɊȈȒǞɋ

�RĢɈ�èłĂƲ ¥şƋĹ Ǩ � ǭǛǟ

ǢǠ ǟǝǝǡ řǀİƊȏȥȿɉȯ7àȒȉȗȒɆɉȫȮɁȴȻÏÍȮȰȵȾɊȈȒǞɋ
uĺę�ɈàǐǄÒɈĥRęūɈj�ĭ
Ź�]

¥şƋĹ Ǩ � ǮǛǢ

Ǣǡ ǟǝǝǡ
UǐưvƲǼƂƬȢȚȃǽȑȖȞilȥȿɉȯȒ�ƘȏƌƧÂđȑǁȇȞňŘɍ
ilȥȿɉȯȒƊƸȏƃįȒÂđȑǁȇȞňŘɊȈȒǞɋ

u:�Q ¥şƋĹ Ǫ � ǯǛǵ

ǢǢ ǟǝǝǠ ȥȿɉȯȰȬȴȳđȢĳǾȉƉ3iȑȀȄȞNƘľȐßƉoȒĬµ>í |ƻĵǏɈ$ƀƔďɈ�îŎUɈƽ ¥şƋĹ Ǩ � ǭǛǤ

Ǣǣ ǟǝǝǠ uǂ�ȑȀȄȞ�Ċȑ{ȕȟȞǍßȒřǀü½ȀțȔŕȠǾµȑǁȇȞňŘ 	èĒ©Ɉàå¡�ɈĮžɈqĴÚ ɂɇȰȬ Ǩ � ǬǛǞ

ǢǤ ǟǝǝǠ
Đ�ĦèilȑȀȄȞƅVelȒrHȒƇ`ȏȈȒ:ƴüƩȑȋǾȍɍ
il#ĊȑȀȄȞıpƓŅȑȘȏȌȃƋĹelȒƎ�ǸȈȒǞ

õ)�9Ɉu:�Q ¥şƋĹ Ǩ � ǬǛǞ

Ǣǥ ǟǝǝǟ uǂøĴiIȑȀȄȞsc�ȏØå�ȒŤƞÉţ�*ȒĉƢ>í œ��ɈŴĀdķɈätƬ�ɈçÔ Ƶ�ƋĹ ǩ � ǮǛǣ

ǢǦ ǟǝǝǟ ;ŃÄ«ƕòȑțȞƉ3�ȏ#ĊȒßƉƓƖȒ�ļǳĽ�èŹĸȢ�*ȑǳ ǗĴ�ĲɈŬĲ<'Ɉ	èªķ Ƶ�ƋĹ ǩ � ǮǛǠ

ǣǝ ǟǝǝǟ Üď�ãȑ?Ɓȅȟȉsc�YȄŷÒƉ3ȩȥȸȺȴȫȒƌƧ:�ȒĬ° ƹ�Ń�ɈŬĲ<'ɈJ�ĴáɈĔǹƈ� ɂɇȰȬ Ǫ � ǯǛǴ

ǣǞ ǟǝǝǟ čÀȒ ťľXÁȒĬµȏÜď�ǃ¿AȕȎȒXÁȏȆȍȒ+1ȒrƮȑǁȇȞňŘ ŬĲ<'Ɉ�ƻŐ� ɂɇȰȬ Ǫ � ǯǛǷ

ǣǟ ǟǝǝǟ
trƼƊíȢĳǾȉȪɀȻȮɁɇƐ+đȶɉȲȒ>íɍ
Ƶ�ßƉȒƓŅȏƐ+ȑǁȇȞňŘǸȈȒǟ

��ǄńɈSƚƑś
�×ĝɈ�Â�vƲ

¥şƋĹ Ǩ � ǮǛǠ

ǣǠ ǟǝǝǟ ƥèilȑȀȄȞilƛģĕĳȁȜȖȉ#ĊPĹȒýºȑǁȇȞňŘ Õƀ�UɈſħ� ¥şƋĹ ǩ � ǬǛǟ

ǣǡ ǟǝǝǟ ƿƻŁǎ��Ȣ�*ȏȆȉ�ĸȒȥȿɉȯȑǁȇȞÂđ �RĢɈ�ǙǊÜ ¥şƋĹ Ǩ � ǭǛǟ

ǣǢ ǟǝǝǞ ŉƵɈóäżĲĸȑȀȄȞȱȿɇȷ�ûȥȿɉȯȒrƮȑǁȇȞňŘ �ĴÛª Ƶ�ƋĹ ǩ � ǯǛǶ

ǣǣ ǟǝǝǞ
ćTľĸ
ȖȢÆȋi×Ƶ�ȑ�ȇȞ=ƟŮȒßƉƓƖȑǁȇȞňŘ
ǳ8£Ł=ņĸȢ�*ȏȆȍǳ

ŦO��ɈǖĚƱŊɈħäÛ9 Ƶ�ƋĹ ǩ � ǬǛǟ

ǣǤ ǟǝǝǞ #�ĞgilȑȀȄȞ�#ŮȒ±ƘǍßȒƊÜ �RũŧɈÿ§ŃɈĠƦƙT Ƶ�ƋĹ ǩ � ǭǛǞ

ǣǥ ǟǝǝǝ
ȥȿɉȯȒǇaľ7àHȑțȞȕȊȌȃȝÏÍÂđŋŚȒȉȗȒmŌľňŘ
ǛŪǐŁÖĴĸȒƵ�ƋĹȽȰȲɉȻɂɇ&½ȻɅȱȰȢ�*ȏȆȍǛ

�ƀ�UɈñĴƙ¯Ɉǉ�ŨĂƲ fäƋĹ Ǩ � ǭǛǞǝ

ǣǦ ǟǝǝǝ ßƉƓƖȑȀȄȞ¹ƖȒƪǁȏĲ½ȑǁȇȞmŌľňŘ Ź	ÑǅɈ�Ĵh�ƲɈ�èŵw fäƋĹ Ǩ � ǮǛǠ

Ǥǝ ǟǝǝǝ ŔĪĄĶ�ȒßƉr�ȏȥȿɉȯrƮȑǁȇȞňŘ �ĴÛª Ƶ�ƋĹ ǩ � ǯǛǶ

ǤǞ ǟǝǝǝ ǂŏɈěƞuǈĨȢyāȏȆȍrHȆȉǍßȑ�ȇȞĲĕŮȒ_{µȑǁȇȞňŘ ĄĴƺÝɈC¾��Ɉ	èĒ©ɈqĴÚ Ƶ�ƋĹ Ǩ � ǮǛǠ

Ǥǟ ǟǝǝǝ
Ǻ#ȖșȇǾȕȊǻȏǺƍȟȉǾȕȊǻȏȆȍȒǔBȁȜÈǿȉĲĕŮȏëƍŮȒ
ßƉƐ+ȑǁȇȞ�ųĩȏŀƭĩǳĤƚŁƿė�Ȣ�*ȏȆȍǳ

ìĘİ}ɈC¾��ɈqĴǸÚɈ	èĒ© Ƶ�ƋĹ ǩ �
ǬǛǟ
ǮǛǠ

ǤǠ ǞǦǦǦ Ƶ�lȒĎ�ȑȀȄȞČƦȥȿɉȯȑǁȇȞ�ŭ� �èªZɈ�îÛĈɈǓĀƱwɈŸOŵ� ɂɇȰȬ Ǩ � ǮǛǠ

Ǥǡ ǞǦǦǦ ëƂŮƁDelȏřǀȒƯ{ȁȜƈȉƂȒǔBȒüƩȑǁȇȞňŘ �$ũKɈæĴÙŶɈfŰŃ� ɂɇȰȬ ǩ � ǬǛǥ

ǤǢ ǞǦǦǦ
Ď�řǀȑȀȄȞ4ŜȒĕDŤǑȏilřǀȑ�ȇȞȥȿɉȯĬµȑǁȇȞňŘǧ
�ƺŁ��ĖlȢ�ƘȏȆȉ4ŜȒĎ�řǀȑ�ȇȞřǀƓƖȑǁȇȞňǸȈȒǟ

ņ�T©ɈĻðÝǅ ¥şƋĹ ǩ � ǬǛǦ

Ǥǣ ǞǦǦǦ
ȪɀȻȮɁɇƐ+đȑțȞ�ĊPCkßƉƕòɍ
Ƶ�ßƉȒƓŅȏƐ+ȒüƩȑǁȇȞňŘǚȈȒǞ

SƚƑśɈǒÜ©Ɉ�×ĝɈ��Ǆń
�Â�vƲɈ��ă�

¥şƋĹ Ǩ � ǮǛǠ

ǤǤ ǞǦǦǥ �ƵƉ3ȦɃȣȥȿɉȯȑȀȄȞü½iīȏƐ+`}ȑǁȇȞmŌ>í ùĀũ$ŧɈƆ�[wɈ��ǆTɈƷ�¦ Ƶ�ƋĹ Ǩ � ǬǛǞ

Ǥǥ ǞǦǦǥ
ĦèȒȧɉȻɇȰȼɉȰȑȀȄȞřǀÐrȏiI#ĊȒƓƖȑǁȇȞňŘ
ǳ�õŁ6éƳũ-ǁĦġȒűǇźȢ�*ȏȆȍǳ

f�ŵęɈfŰŃ� Ƶ�ƋĹ ǩ � ǭǛǟ

ǤǦ ǞǦǦǥ ilȒ(Ǿ×ȏilƓƖȑȘȏȌȃǺȕȊǻȒȕȏȕȝȑǁȇȞňŘ �Ę�}ɈĲ��Ü Ƶ�ƋĹ Ǩ � ǬǛǥ

ǥǝ ǞǦǦǥ
ĆÞƌľƇŢȑƶ»ȆȉƵ�Ȓřǀü½ȑǁȇȞňŘ
ǳǺȓȉȊƵ�ıp;ŃȭɇȵȰȷǻ´F&\ǺčÀXÁb�ǻȒ>íǳ

Š�!Ɉ³ÎƱǅɈ�ðĄ[ Ƶ�ƋĹ Ǫ � ǯǛǷ

ǥǞ ǞǦǦǥ čÀÞ�ȒâǕƨ.(ȑțȞǍßƓƖȏ%ǑƌƧȒĬ°ȑǁȇȞňŘ Ɔ�^�ƲɈ�ǀę� ɂɇȰȬ Ǫ � ǯǛǵ

ǥǟ ǞǦǦǥ �#ŮȒØ�Ǎßȑ�ȇȞ_{µȏiIȒćTľŽŗȏȒǁȡȝȑȋǾȍ �Ęİ}Ɉ�å¶Ɉ	èĒ©ɈqĴÚ ɂɇȰȬ Ǩ � ǮǛǠ

ǥǠ ǞǦǦǥ i2#ĊȑțȞČĴßƉȒƓŅüƩ Ĵƻ/Ŀ}Ɉÿ§ŃɈ�åE@ɈCƀ{Ą ɂɇȰȬ Ǩ � ǬǛǟ

ǥǡ ǞǦǦǤ Ƶ�ȒȥȿɉȯüƩȏilĬµȒǁ,ȑǁȇȞňŘ Óƀ[wɈņ�Ƅ¡ɈĴè�Ɉ÷Ɨà� fäƋĹ ǩ � ǬǛǟ

ǥǢ ǞǦǦǤ ćTľĸ
ȖiIȑȀȄȞƉ3ĕDƎƋȑǁȇȞňŘǳŒ�ŁW�ĸȢ�*ȏȆȍǳ uúē}ɈƆ�¯Ü Ƶ�ƋĹ Ǩ � ǬǛǟ

ǥǣ ǞǦǦǤ
#ĊɈƠ=ŮɈëƍŮȁȜȖȉ�ÂŁ��ǀilȑȀȄȞĸȒȥȿɉȯüƩ
ǳ�ÂŁơšĸȢ�ƘȏȆȍǳ

�ƀÝɈ$ǹäƙ¦ɈƜƗǄ�
$ǹäôē

Ƶ�ƋĹ ǩ � ǭǛǟ

ǥǤ ǞǦǦǤ ;ŃȭɇȫɉɄȑȖȞƥèßƉȒ~ŞµƓƖ zÑ�ɈĜĸCĔɈ	èªķ ɂɇȰȬ ǩ � ǬǛǟ

ǥǥ ǞǦǦǤ
ǺȥȿɉȯȽȴȻǻȑțȞ0�ȒıpȥȿɉȯȏǇźřǀĬµɍ
Ƶ�ɈƥèȒȽɉȯȹɄȦɃȣȑȀȄȞƵ�HȒüƩȏıpƋĹŝǠn

Cƀ�ũ ¥şƋĹ Ǩ � ǬǛǦ

ǥǦ ǞǦǦǤ
il#ĊȒıpƓŅȑȀȄȞǇźȒǌkȑǁȇȞ�ƏľňŘɍ
ıpƓŅȒǋlȢ%ȏȆȉ�ºelǸȈȒɌ

u:�QɈjåǘ�ɈŇĴ]ăɈǒĀ¤¬ ¥şƋĹ Ǩ � ǬǛǞ

Ǧǝ ǞǦǦǣ Ƶ�řǀȑȀȄȞƌ¼ľȥȿɉȯȒÅ=ȏřǀrHÇþȏȒǁ, Ĵ��½ Ƶ�ƋĹ Ǩ � ǬǛǟ

ǦǞ ǞǦǦǣ ilȥȿɉȯȑǁȇȞƓŅüƩȒňŘ Cƀ]ķɈ��ēUɈåtūÜ Ƶ�ƋĹ ǩ � ǬǛǟ

Ǧǟ ǞǦǦǣ ;ŃÄ«đȢĳǾȉßƉƐ+ȒmŌľüƩȑǁȇȞňŘ ��ƤɈfŰMŲ Ƶ�ƋĹ Ǩ � ǮǛǠ

ǦǠ ǞǦǦǣ ilßƉȥȿɉȯȒÃÌȏȈȒr�ƫŖȑǁȇȞŭ� Ĵ�xũɈfŰMŲ Ƶ�ƋĹ Ǩ � ǬǛǟ

Ǧǡ ǞǦǦǣ il#ĊȒǱċȑ5ȝȒoÁǲ¨½ȑ,Ȟ²Ƈê�ȑǁȇȞňŘ GğM�Ɉæåăũ ɂɇȰȬ Ǩ � ǬǛǥ

ǦǢ ǞǦǦǣ
Ǻřǀ¹ƖbǻȑȀȞ#ĊȒ7ƨȐıpȥȿɉȯɍ
Ƶ�ɈƥèȒȽɉȯȹɄȦɃȣȑȀȄȞƵ�HȒüƩȏıpƋĹŝǟn

Cƀ�ũ ¥şƋĹ Ǩ � ǬǛǟ

Ǧǣ ǞǦǦǢ ;ŃÄ«đȑțȞĎ�ßƉȒüƩȑǁȇȞňŘ �	�� fäƋĹ ǩ � ǮǛǠ

ǦǤ ǞǦǦǢ ßƉL"ȑțȞilßƉȒƌƧ×đ fŰMŲɈĴ�ũxɈħĴ¡ïɈƾäİ· Ƶ�ƋĹ Ǩ � ǭǛǟ

Ǧǥ ǞǦǦǢ 4ŜȒ�#ıpȏilıpƐ+ȏȒǁƪ Ɏ�ő ɂɇȰȬ ǩ � ǬǛǟ

ǦǦ ǞǦǦǡ Ƶ�Ȓü½ƇŢȒƓŅȏȥȿɉȯǁƪ>íǳ8£Ł|ƞ�ȑȀȄȞȬɉȰȰȲȶȤǳ =ĴůɈņƈ@E Ƶ�ƋĹ Ǩ � ǬǛǟ

Ǟǝǝ ǞǦǦǡ
il#ĊȑȀȄȞıpƓŅȒü½ƇŢȏ¢ȂȝȑǁȇȞ�ƏľňŘɍ
ıpƓŅȒǋlȢ%ȏȆȉ�ºelǸȈȒɌ

u:�QɈŇĴ]ă ¥şƋĹ ǩ � ǬǛǞ
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ùþë iÐW ĨĥĪİ ¹¶ iÐÄ 
� "F f�

íìí íõõð �ØęØTĥĮĲħĘĈČġ�² À±ęaÎÀ2 ½,¯ı©�?ÖıSR� ZÂ� ă÷ � úêí

íìî íõõï mC�0	ę«Üj#ĘĜġØTuÁĘÝĎġ¦ª ��vBı>Ë\ ØTÂ� ø � ýêā

íìï íõõî B�ę¡ĘsĒĐ�S�;ĖďęÃ�ĘÝĎġ¦ª N��Vı7x°ıVÙE@ 5wÂ� ÷ � üêï

íìð íõõî Å¥63Ĥ�ćĐØT�ÒĘÝĎġbÈ${ Û�`�Öızxr ØTÂ� ÷ � úêõ

íìñ íõõî BėĞĖ68«ÜęÝģĠĤ${Ďġf�Ėčĕę#£g]� �ß�ıè�Õ§ ØTÂ� ÷ � üêï

íìò íõõî ON¢ºN68ĘĈČġuÁÂ�Ė68��ęuÁÅÈ�ÒĘēćĕ é�`ı:�¯Ö Ò4 ö � úêí

íìó íõõî �¬ęåuj#ĉğĜĐÑyuÁĚębÈ*ĘÝĎġ9¨ ¦ª w�&ı	yk Ò4 ÷ � úêí

íìô íõõì }�ĘÇģĢĐØTęuÁ�ÒĘÝĎġ¦ªÿ�(VÙęïØTĤ��Ęÿ +,�à ØTÂ� ø � ýêĂ

íìõ íõõì ³6��ęĐĝęåuÃ�ęo�ĖĄďęÂ�*ĘÝĎġ¦ª
æQ_tıDÞéBı»¸I?ÖıÏÍ�
A�Ĵ

Ò4 ö � úêí

ííì íõôõ Ó�1äĖÓ�68ę68ĥĮĲħĘÝĎġ9¨ ¦ª h��! 5wÂ� ÷ � úêî

ííí íõôõ
B�ę��«ÜęÅÈĖÅ¥HÊĘēćĕ
ÿĥĮĲħĭĩĬĉğĜĐÑy×ĘĈČġB�ę��«ÜĘÝĎġ¦ªăďęĳÿ

/�X� ØTÂ� ÷ � úêõ

ííî íõôõ ��ĊÅ¥Ďġ��ęã8ĘÝĎġ¦ªÿ·�TĤ��Ėčĕÿ ��c�ı�"e�ıÚw�ı¤Sß. ØTÂ� ÷ � úêô

ííï íõôõ ěđĔċĠĚę-%ęnčćMâĖďęÔ ĖčĕęąĦįīĲ63Ć 	yrY ØTÂ� ö � üêñ

ííð íõôõ �¼ÙęĥĮĲħĖďę=*À2ĘēćĕęµG N~ěĎĜı®,�ı:´ Ò4 ö � ýêĀ

ííñ íõôô ØT�S«ÜęÃ��ÒĘÝĎġ¦ª
K��àı���¾ıç�¿ı�!�
Oy�Ö

5wÂ� ö ă� ûêí

ííò íõôô ĥĮĲħĭĩĬĉğĜĐB�ę��«ÜĖďęÅÈĘÝĎġ¦ª /�X� ØTÂ� ÷ � úêõ

ííó íõôô ØTę^ÊåuĘÝĎġ¦ªÿÛÙTę^ÊåuęĥĮĲħ�ÒĘēćĕÿ P�Jl ØTÂ� ö � úêî

ííô íõôó ��bÈĤµdčĐÁ�Ì�Æ|ĘÝĎġ¦ª á���ı��É ØTÂ� ö � úêî

ííõ íõôò pU��¾'ã8ĘĈČġ³ęĥĮĲħ�ÒĘÝĎġ¦ª <�qıD>Lı	�)ı�y�[ Ò4 ö � úêõ

"�%�

���� ����"�%��

��� ����"�%�

�� � �� �����"�%

��� ���������"�%
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��� 
����	��

#� #�&!

�� � ������ ��"�%

� 59[

 IK[

� `e[

� nB

� pQ

� ABfW

� <e0�+1!

� MV

bd23

bd6G

D8o H8o

�rOYcR
�P_ma�����Ol
�&�1'�����^?
�OE4=�����SU

�r�/�1'

r�/#(,1

�rZCFq

�r;Tj:g>���r"�%$V
�rTj:g>���	r@B?]V
�r7\NJV����
r�+1!*%)V
�rAXd9V�����rkLV
�r.1� -%)����rihcR
�

MV
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